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美の心たんの
1月14日から同23日まで「上
田市染織昂展」 が文化センター

で聞かれました。上田はかつて

「蚕都上田J と呼ばれ、染織業

も盛んでした。 そのころの古い

ものや、現役で創作活動をして

いる人たちの自信作約100点を
展示。上回紬や友禅染めのほか、

優雅で気品ある作品に、訪れた

人はたんのうした様子でした。

〈この広報紙は再生紙を使用しています〉
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柳町まちづくり協議会による r{果命水Jの屋根がけと前面の石策りが
1月16臼完成。北国街道の名所にふさわしい

城
下
町
ム

l
ド
醸
す

ま
ち
に
潤
い
を
も
た
せ
、
歩
く
人
た
ち
に
城
下
町
の
歴
史
に
ふ

れ
て
も
ら
お
う
と
、
市
が
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
整
備
を
進
め

て
き
た
「
歴
史
の
散
歩
道
」

H

下
図
H

の
全
事
業
が
完
成
し
ま

し
た
。
こ
の
ほ
ど
の
坂
下
本
通
り
(
旧
松
本
街
道
)
の
整
備
と

告
案
内
板
の
設
置
が
済
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
総
事
業
費

は
約
三
億
一
千
万
円
。
上
田
地
域
広
域
市
町
村
圏
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
真
田
一
族
ロ
マ
ン
の
里
づ
く
り
」
の
一
環
で
も
あ
り
、

完
成
に
よ
り
上
回
械
跡
を
中
心
と
し
た
城
下
町
散
策
に
ぐ
っ
と

広
が
り
が
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
の
新
し
い
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
、
気
軽
に
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
、
意
外
な
歴
史

の
発
見
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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市税

165億8.519万円
(46.日%)

35億6.055万円
(10.0%) 

収入総額
その他

354億6，474万円 53億6.802万円
(15.1%) 

その他

35憶3.938万円
(10.2%) 

28憶6.698万円
(8.2%) 

349億 182万円
支出総額

総務費

43億
8.036 
万円

(J 2.6%) 

民生費

土木費

66億5.330万円
(19.1%) 

63億9，567万円
(J8.3%) 

総務費 ¥ 商工費 /農林水産業費
・固定資産評価適正化などに ¥ ・中小企業融資に(131意6.636方向) ・地熱開発利用事業 (1I.~ 1. 802万円 )

( 11意2.217万円)ー ¥・東塩田林間工業団地第2期造成 ・ 県単土地改良事業 ( H~611万円 )
・公共施設案内・予約シスァム導入に ( 17憶3.135万問) ・農村基盤総合整備事業

(700万円) ¥ / (11gI‘2357ゴ円)

民生費
・生活保護費 (31意3.173方向)

・老人福祉施設入所者のために

( 4 f意8，566万円)

・塩尻保育園の建設 (2億4.770方向)

・神科児童センター用地取得に

( 1憶324万円)

衛生費
・地域医療対策に (1.907万円)

・合併処理浄化槽設置に助成

( 1 1意512万円)

・ごみ減量・再資源化対策 (897万円)

・じんかい・危険物収集委託料

( 2憶411万円)

土木費
・道路の改良舗装 (16t意8.263万円)

・街路の整備 (8億4，274万円)

・高速道・新幹線の早期整備に

( 10 1.~2 . 730万同)

・都市公園整備 (lf意7.592万円)

教育費
・第 4中学校校舎増改築

( 61.0:4.932万円)
・上回城跡公園の整備 (21.立5，882方向)
・ふれあいフィットネスパーク施設の

管理運営 (2 t.怠1句333万円)

広蔀ラJl.!i!6.2. 1 [4) 
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21章9，579万円
21意8，996万円

5，000万円

土地取得

事業

5，900万円
5，343万円

泡田有線
放送電t!1慎重量

541軍5，810万円
49徳之916万円

由民健康

保険・寮

5，776方向
4，981n円

事E遇災奮
共済111着陸

If:軍730万円
111689万円

58自12，431万円
58112，420万円

老人保健事業

Eb詰D~謂蔵主主E
11I意3，008万円
101軍9，126万円

2億8，730万円
2億7，237万円

同和地区住宅
新築資金窃
貸付事費量

公共下水道
.署員

型車策集落
排水事費量

32億1，762万円
311意8，861万円

各事業のあらまし

3ド1:(9，614m'、11意9，081)i111) -土地取得状況工地取得事業

5.572回(1 目、I<~J)-通話交換回数3.503戸-加入戸数塩田育線政送電話事業

32{，意9，70375阿(保険者負担J.分)-保険給付状況33，480人(16，147世結i)-被保険者数国民健康保険事業

3，402万円-見舞金支給額105.697人-加入者数~通災害共済事業

5.970万円-作業工賃15.254人-延べ利用者数福祉事業センター事業

57憶6，906万円(老人医療負拘分)-医療費給付状況12，748人-医療受給者数老人保健事業

仁古田地区 2，131万円、下之郷地区 2位6，706万円、
岡地区 41.{1: 9 ， 398万円、下小I;~地区 1位 1 ， 383万円など

-管渠、処理場等建設事業費農業集落排水事業

上日1処理区 919. 4 ha ( tH~ii率8l. 000)・処理函積 >11) ;;)I' il"l ~í~処埋区 6.6ha ( 11 7.800) 
13，372戸(33.3(.)0) 

10f牛(7，110Jfllll 

-処理区域戸数

-貸付状況
第新
業
一
業

宅
事
一
事

+
主
刊
U
一
首
固

{
{
-
i
 

区
貸
一
水

地
等
一
下

荘
金
一
共

同
賢
一
公

34.165戸 (99.240人)
1.507m' 
38件(1億5.775方円)
78イ牛 (6億5，627万円)

水道事業のあらまし

給水戸数

年間配水量

建設工事

改良工事

6.688人(延ぺ)
14.781人(延ぺ)
557人

産院事業のあらまし

入院患者数

外来患者数

新生児数

企業名

産院事鎌

資

本

的

収

支

7 2. 広報うえだ6.[5] 



城跡内に
4
・
得
物
館
と
そ
の
北
側
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
周
辺
は
、

か
つ
て
の
監
獄
の
場
所
。
昭
和
に
入
っ
て
児
童
遊

戯
場
と
な
り
、
今
で
は
そ
の
函
影
は
見
ら
れ
な
い

ト
.
川
峨
跡
公
川
川
に
・
.
の
九
と
い
う
川
れ
が

4

ト
仁

f

しト、内リ
e
ム川
H
M
m
川1
L
l
川1
1
1
d
F
L
!」
h

、「
h
t

・
+aF

'

J

〈

l
U
1
4
l
l
i
'
l
i

j

J
」

J

城
邦
内
却
の
こ
と
で
、
-
本
九
(
・
本
胤
)
に
刈
し

て
、
そ
の
外
側
の
祁
に
な
る
の
が
・
.
の
九
で
寸
。

こ
こ
に
は
、
市
民
会
館
、
博
物
品
、
山
本
明

記
念
断
、
出
球
場
、
水
泳
場
、
川
化
以
引
遊
同
地
、

勤
労
山
少
年
ホ

l
ム
、
時
ト
続
投
州
句
、
肝
球
場

な
ど
の
公
共
施
々
が
あ
り
、
多
く
の
山
民
に
縦

し
ま
れ
て
い
ま
寸

ト
ぃ
川
城
跡
の
山
牧
師
が
業
が
本
代
川
化
し
た
の
は

附
仰
の
初
削
で
、
叫
け
.
し
し
純
代
地
や
肝
球
均
の
山
叫

凡
'
A

こ
ま
K
H
T
力
卜
.
J
-L
F
H
J
、
l
h
o
t白
P
M・
-
j

L

h

i

『

1

1

ι

H

I

t

-

7

j

l

J

g

{

{

1

・
4

・

l
l
-
f
j

川
が
北
上
さ
れ
ま
し
た
-

こ
れ
・
り
の
ス
ポ
ー
ツ
施
ぷ
に
続
い
て
、
川
町
和

問
年
に
は
川
悦
遊
戯
均
(
別
問
物
船
の
均
一
附
)

が
完
成
し
ぶ
ら
ん
こ
、
肱
川
滑
り
わ
な
ど
が
山

か
れ
ま
し
た
の

そ
の
刷
、
作
京
の
よ
口
此
ぬ
が
卜
.
川
の
川
を

広報うえだ6.
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「
写
友
ま
ゆ
』
写
真
展

マ
と
き

2
け
は
け
山

1
川
村
一
日
山
町
(
時

間
ば
い
寸
れ
も
午
山
川
り
時
l
午
民
間
l
時
川
一
分
}

マ
と
こ
ろ
良
川
川
知

{
2
附

-

マ

出

展

老

公
民
館

V
山
セ
ミ
ナ
ー
ュ

タ
ラ
ブ

-
「
電
気
の
謎
」
|
電
池
の
つ
く
り

l

マ
と
き

2
け
は
川
山
午
山
川
昨
(
約
l

時

削

}

マ

と
ニ
ろ
市
2
科
山
下
実
験
雫
(
l

附
)
-
第

B
回
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

2
川
川
川
川
午
前
9
時
加
分

i

午
日
間
l
叶

マ

と

こ

ろ

パ
ソ
コ
ン
牧
市

{
2

附

}

マ

内

容

キ

ー
ボ
ー
ド
の
ぬ
い
む
か

ん
グ
ラ
フ

f
ヴ
ク
ス
、
附
mr
な
フ
ロ

グ
ラ
ム

作

成

ま

で

マ

対
象

L
L
小
地
域
に
休
む
小

川

γ
代
1
司
令
・
か
・
り
中
山
下
校
3
午
生
ま
で
の
初

心
行
{
純
・
よ
マ
申
し
込
み

2
川
川

H

W
午
前
り
時
か
ら
小
山
ぷ
で
例
法
館
(
宮

S
i

l
l
1
)

へ

-
星
空
観
望
会

マ
と
き

2
H
川
日
山
午
彼
7
時
m
d
H
1

リ

川

マ

と
ニ
ろ

μ
ヘ
作
観
測
不
【

um
k
-

マ
そ
の
他

l
fけ
付
け
ば
午
日
間
7
附
加



カメラスケッチ

けん
物
に
や
っ
て
米
ま
し
た
。
駅
前
か
ら
人
hM
m

に
来
り
卜h
川
城
跡
を
訪
れ
た
時
の
印
象
を
、
次

の
よ
う
に

『収
年
以
・
仁
川
い
て
い
ま
す
。

「
ト
日
い
航
獄
、
が
A
f
は
柄
米
に
な
4

て
、
市
よ
ご

れ
た
・川
い
し仁
川
に
州
ま
れ
て
ゐ
た
。
取
川
仙
の
制

と
い
へ
ぱ
ふ
城
γ

札
に
決
ま

っ
た
や
-フ
な
ら
の
だ

が
、
か
う
い
ふ
仁
川
叫
は
が

mpと
こ
こ
伏
な
も
の

で
は
あ
る
ま
い
か
と
忠
ふ
」

院
内
川
は
へ
F

の
博
物
航
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
あ

た
り
に
あ
り
ま
し
た
が
、
ぶ
仰
は
い
机
技
の
日ん
た
川
引

は
新
参
町
(
山
大
下
町
}
へ
移
転
し
て
お
り
ま

し
た
の
八
RMWて
も
珍
し
い
舵
獄
の
什
い
し
し
抑
は

城
跡
の
民
飢
'
T
与
え
て
の
泣
・
け
だ

っ
た
の
で
し

ょ
う
か
0

・J
の
九
の
収
跡
合
注
っ
て

い
た
呉
川
線
の
屯

ト
引
に
取

っ
て
、
作
家
の
い
耐
水
武
彦
が
上
川
公
川

を
み
れ
た
の
は
附
和
一
二

l
年
以
で
し
た
。
従
は

終
峨
爪
後
し
ば
ら
ぐ
の
あ
い
だ
・
仁
川

に
滞
点
し

た
こ
と
、
が
あ
り
、
そ
の
頃
の
こ
L
」
を
モ
デ
ル
に

し

た

小

説

凶

氏
、
の
中
に
、
「
二
一の
城
社
の
凶

以
、
こ
の
お
だ
や
か
な
、
川
る
い
、
快
占
的
な

胤
は
」
と
深

い
感
銘
を
記
し
て
お
り
ま
す
。

ケ
ヤ
キ
抜
本
の
遊
長
道
に
な
勺
て
い
る
・
.
の

九
の
制
跡
に
は
、
ニ
の
作
京
が
降
り
た
「
公
同

.
卜
」
の
駅
跡
を
.. 小
寸
ホ

l
ム
が
わ
ず
か
に
伐
4

r
し
い
a
ま
半
9

。

入

diて"(i、"'11;1・i-t/I'ir ti待引い1iから出来初HI芸
'1: 2 人を ~"(j き、 1 ) J 1111 、 dif~l jJíてやそけ人れ

式全{ハ、まし た。(iJHI}'J:はいずれも、汚::iJ!<d i 

林業J..Jにjr/Jめるit本;却さん(;{()必 ・写真左)

t鈍11:1')J さん (:~o，:i，誌 )0 2人は出来ノfイオセン

ター(I心と持[11)で 1fドII¥J、 {ときiれたの，I'{....イオ

テクノロ ジーを'1'心にfiJf修する f主です。
I-.I l l di と冷:iJ~dili、 '1-:'&)乙fl:.rJ， ~~， み"，卜JI

やlI)j11卜tlなど制I/t:のtlidill'，J交j市が415.んになっ

てさています内 そけ人れにあたって IJ<~' f' dj1と

は「令11;1でも珍しいバイオセシターでしっか

り勉強してく t':"7)l'J U股励。 2人は「友Ilf

のためにも、ぜひJ(ít'Jl~ ります J 1: .H{'りました。

?友
よ好
の

花

咲
カ、

せ女
て*

* 

分
ま
で

2
小
中
山
下
生
以
.
卜
は
保
山
川
計
川
作
J
L

-
第

7
回

一
般
(
成
人
)
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

2
け
初
日
川
、
訂
け
川
(
い
ず

れ
も
午
前
9
時
1
午
後
1
時
却
・
一分

)

マ

と

ニ
ろ

パ
ソ
コ
ン
教
主
(
2
附
)

マ
内
容

キ
ー
ボ
ー
ド
の
撚
レ
む
か
・
り
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
、
附
爪
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
マ
対
象

トし
小
池
山
叫
に
h

仕
朴
化
、
ま
た
は
勤
続
寸
る
同

必
川

1.
の

人

マ

申
し
込
み

2
川

m
H川

午
前
9
時
か
-h
屯
ぷ
で
仰
山
一
飢
(
古
訓
-1
1

1
1
)

ヘ

マ
そ
の
他

テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
-
J
0
0
川
が
必
.
裂
で
す
の

-
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

(
宮

お

1
1
1
1
)

十
日
h
w
叶

L
a川

「お11):さん、。:てないよ」といった小さなr
E むたちの y!f ゃ ri.~}!iカて!平きわたるdi以のぬス
ケートJ誌の 1 )J 1:>11 u:.n，'u.;に必まれ、おおぜ-
いの京航j生れらでにぎわ L、ました。J!]il:主少し
;??たヵ・4 たものの、スイスイとH.，.るf'l'll¥Jや転
倒する fどもたちのた;止がnJ~.!.(I :Jて‘した ，

7 2. 広報うえだ6.
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古再発見:

“天神さま"と国分寺道
(上堀)

大
き
な
岩
と
ほ
こ
ら

しし
旧
制
の
川
北
同
街
並
の
脇
を
附
に
折
れ

る
と
、
「
問
分
与
道
」
の
砕
が
あ
り
、
ょ
の

小
路
を
さ
ら
に
少
い
て
い
く
と
・
紀
子
に
大

き
な
引
が
飢
時
.し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
、

こ
の
地
に
あ

っ
た
れ
で
、
ル
打
、

ト八
水
が
あ

っ
た
と
き
、
村
全
体
が
流
さ
れ
た
も
の
の
、

こ
の
れ
だ
け
は
微
動
だ
仁
し
な
か
っ
た
と

い
う
一-Ar伝
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。

う
倉

山
打
を
穿
っ
た
石
段
を
上
る

t
、
小
さ
な

ほ
こ
-h
が咽

一つ、

三
つ
あ
り
、
正
耐
に
は

山
下
川
の
川
線

・
符
原
道
府
パ
公
を
ま
つ
っ
た

て
人
川
仰
さ
ま
ω

が
あ
り
ま
す
。
旬
午
、
仁

川
中
旬
に
な
る
と
、
地
ぱ
い
の
，

rど
も
た
ち

が
.
大
川
さ
ま
の
安
を
紙
人
形
に
し
て
町
内

わ
古
川
柳
り
少
く
お
祭
り
が
け
凡
ら
れ
ま
す
。

山
手
奥
に
は
%
石
、

'k.わ
が
ま
つ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
天
神
さ
ま
の
後
に
設
問
さ

れ
た
ら
の
で
す
。
ま
た
、
山
行
の
ド
の
炭
山
-

wm
や
石
仏
、
馬
頭
観
t
H
な

E
は
、
村
作
地

に
あ
っ
た
も
の
を
こ
こ
に
民
い
た
と
聞
き

ま
す
。
川問分↑
J

道
は
、
現
同
道
が
あ
く
山
川
、

八
日
悦
枯
れ
に
は
、
だ
る
ま
を
持
っ
た
人

た
ち
で
制
中
1
に
Y
わ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

お
話
・
山
辺
の
ぷ
代
さ
ん
(
別
歳

・
上
場
)

リーダー率先して分別回収

かつて|叫11rli ( :. iJi.1U) にitん
でいた私は、 Hf{初30、~0 {I~ (-¥:、IlH
1~により fI 然カt ，とわれて いく さま

i'IIの、"，たりにしてきました。

Jj、 1 :111は1'1然J.J:1.li立に!ιまれ、 fi:
み心J臨む政i件。今後この，f，;11克をよ
1) Ul  、むのにしていく こtが、彩、
たち住民のl'ifT:f.:"t思うのです。

JtiÞ，j~ ごみの分))'IIn 1収が6{I'.皮カ・
ら全rliに拡大されるわけですが、

まず家紋守るみでスタートすることが大切です。そして

分別1111収ぞいきなり全ii:以にJYJi-iするので1ょなく、徐々
にやっていくこ t0 11'，さない人も附近所がやれば、n然

にやるものです。 リー

ダーが2軒先することに

より、さらに!よまりま

しょう 。経験 1..， ~.UtJl 

に・~\.に集中してやる

ニtがポイントです。

ダイパーに怠って

魚だちと涼ぎたい

平林由貴ちゃん

〈中塩田小・ 4~)

わだし

ぼく め

ぞれから、わたしはディ

ズニーラン ドが上回にあっ

たらいいと思います。あと、

パンダやライオンや象のい

る大型動物園ができたらい

いな。ぜひお願いします。

わたしは、水の中に潜る

のが好きです。だから、ダ

イパーになって、きれいな

海や水族館で魚たちと泳い

でみたいと思います。これ

から夏がとても楽しみです。

[8] 7 2. 広報うえだ6.



その④

言
葉
と
習
慣
の
理
解
が
先
決

近
午
、
先
進
問
の
日
本
は
、
日
を

附一
m
介
に
向
け
て
同
際
兵
献
じ
労
力
し

て
い
る

↑
方
、
十
円
一
い
に
以
併
し
あ
う

た
め
の
川
際
交
流
前
副
ら
俗
ん
に
行

っ
て
い
ま
す
。
卜
一川
の
符
さ
ん
も
積

倒
的
に
、
同
際
部
巾
同
指
し
て
川
町
張

っ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

同
際
交
流
に
は
、
件
以
間
川
体
や

聞
係
'
組
織
が

k
位
す
る
懇
親
パ

ー
テ

ィ
ー

b
mえ
た
よ
う
で
す
。
パ
ー
テ

ィ
ー
は
、

n本
人
と
外
同
人
が
に
凡
い

誇れる日本

の美“着物"
シンガポール
「日本月間」に

参加して一一

H 
E:・「

!Lj_~~p 

真の「国際交流J

に
制
介
し
あ
い
、
相
手
の
同
の
こ
と

を
聞
い
て
友
達
を
作
る
よ
い
方
法
だ

と
思
い
ま
す
。

一
五
、
外
伺
人
に
対
し
て
「
外
国

人
が
勝
手
に
ご
み
を
品
川
て
る
」

t
か

「
佼
ト八
戸
で
近
所
に
迷
必
舎
か
け
た
」

な
ど
の
批
判
が
耳
に
人

司
て
い
ま
す
。

彼
ら
が
わ
ざ
わ
ざ
町
の
門
川
崎
合
嘆
す

は
ず
は
な
く
、
風
俗
門
慣
の
違
い
で

一-z
川
良
の
不
便
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
彼
ら
に
と

っ
て
、
行

板
の
要
求
に
従
っ
て
ご
み
を
捨
て
る

の
は
簡
単
で
は
な
く
、

日
本
人
の

M
み

と
湘
門
前
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
慨
し
い

と
思
い
ま
す
。

日
本
訴
が
分
か
ら
な

い
と
、

日
本
の
閉
門
的
、
同
氏
性
、
心

を
問
解
す
る
の
は
や
は
り
難
し
い
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
英
話
、
て
は
者
物
と

出
火
'
と
の
区
別
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
け
本
泌
が
わ
か
・
ら
な
く
て
は
「
上

川
わ

っ
し
ょ
い
」
を
す
る
人
の
気
持

ち
が
分
か
ら
な
い

t
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
友
述
を
作
る
よ
レ
チ
ャ
ン
ス

の
バ

|
テ
ィ
ー
で
も
、
け
本
認
が
わ

か
ら
な
い
人
に
と

っ
て
は
「
術
に
小

川
」
に
な
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
こ
で
市
役
所
を
は
じ
め
、
氏
問

同
体
や
聞
係
組
織
な
ど
で
、

L
L
聞
に

休
む
外
同
人
の
た
め
に
日
本
語
乍
校

を
勺
く
る
こ
と
れ
乞
お
側
い
し
ま
す
。

そ
こ
で
日
本
高
だ
け
で
な
く
、
け
本

の
風
俗
的
判
慣
や
附
の
ル

l
山げな

E
h乞

織
り
・
父
ぜ
て
教
・
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
M

程
H

を
大
事
に

十
八
歳
か
ら
農
業
や
蚕
糸
関
係
の

仕
事

一
筋
で
、
退
職
後
も
七
十
五
歳

ま
で
幾
業
関
係
の
団
体
や
自
治
会
の

役
員
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
ず
っ
と
仕
事
に
追
わ
れ

て
い
た
の
で
、
病
気
に
か
か
る
余
裕

も
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。

今
は
十
数
年
前
か
ら
始
め
た
塩
田

地
方
の
文
化
財
研
究
に
励
み
な
が
ら
、

週
に
二
日
ぐ
ら
い
、
ゲ
ー
ト
ボ
|
ル

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
古
文
容
の
研

究
も
始
め
て
十
年
に
な
り
ま
す
か
ね
。

い
く
ら
で
も
調
べ
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
最
近

は
跡
を
継
い
で
く
れ
る
人
を
育
て
る

た
め
、
手
塚
地
区
の
若
手
に
も
研
究

活
動
の
輸
を
広
げ
て
い
ま
す
。

若
さ
(
健
康
)
を
保
つ
た
め
の
持

論
は
「
伺
も
飲
む
べ
し
、
愉
快
も
す

べ
し
。
『
程
ー
と
い
う
{
子
を
忘
れ
ず
に
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
宴
会
に
出
て
も

日
本
酒
は
杯
三
杯
、
ビ
ー
ル
は
コ
ッ

プ

一
杯
、
そ
し
て
禁
煙
が
体
調
を
保

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

金沢直人さん

(90歳・手塚〉

験一
③

の

一

わ
一

〉
の
J

一

r冶
N
溜
)
一

会
汚
噛
¥
一

去る‘11.成 5~ド 11 ) J 1けから 12)J1in;まで

シンガポールて開俄されたfn 本月 n~J'93J

(第23111111本文化祭)の日iとして、不11装
フアヴションショーが11n 22 [[、岡市|人jの
ホテルで聞かれました。

彩、!;J:、その他しに全円本手II~生: コンサルタ

ント |励金て、組織した 11羽織持衣文化交流使

節同の .Heして、参加しました。n;tーか
らわずカ・!i11寺IKJあまりで I}可洋と京ì~~の出 tt

i?ったようなエキゾeチックな7件以のIlilシン
yゲポールへ…。シンガポールは'1'問、アラ

ブ、マレーシア、インド系シンガポール人

の多弐狭間三〈で、街には |ね11~~.'fイiの長しい

イとが咲き青しれ、ヨミしい同でした。

この地で[14の伝統衣装である「抗・'1'の
IE装-*帯、 1.二二車」を始め tして、干J:交

の都「JP料支、品〈芸妓、 ~T/ ;芸乃.. b_.ミスの， 
硫装 rt反骨U、ミセスの峨装 rWitlliJ、そ
してトl本の花総 r.jT1'11'つのかくし姿」など

なE、LI水の広文化を会場いつはいに繰り

広げました。私も以苔校、十一月i、羽毛れL
fl~ (fl)[ ?fi II~~ 代カ ・ ら t.~rr rtぐ内・の公式の礼JJI(姿。
与Ur:もJI室ては似たれている)、 Jl要巻安UI:
戸時代、武家卜j市川人の互の礼装)を hに
荷主主しました。

n本の芙しい符物を多くのシンカ、、ポール
の人(こ兄ていただき、 n本の「衣文化」のす
ばらしさを少しでもfIll僻していただけたら

と思いながら、気持ちのよいi1:を話tしまし
1、、.
11 <t;;の民旅ぷ装であるト て l~_ を-っと っ

ても、十二単の*Fi(ぷ)のm.なりが美しく
しなやカ・で、 11寺の流れと tもに変化したさ
まざまな形態、また式典などの絡によって

を~~、が少しずつ追っているのを凡ても、 n
本人の細やかな!岱Itを認識できるのではる:
いでしょうか。n本のはっきりしている問
季の変化からもこのような束ねの芙しさ、

色彩のすばらしさカ叶:まれたのでし ょう。

この111:料に誇れる 114，;のずj:物守、これから

も刊本の衣文化のために励みたいと思いま

す。

手n装ファッションショーは、大Iii.J)Jのも
とに l与を l~'J じ、会場と型車内カ.- つになって

手1Iやかな、?!~ぃ、夜は終わりました。

桑名美喜さん (50歳 ・金井)

7 2. 広報うえだ6.[9) 



エプロン百科

同
友
資
比
川
や
民
間
資
併
を
取
る
た

め
の
資
信
取
引
品
時
的
制
，
A
に
間
十

る
ト
ラ
ブ
ル
が
明
え
て
い
ま
寸
。

ト
ラ
ブ
ル
の
多
レ
品
山
町
は
刀
打
此

川
上
」
「
℃
地
他
物
収
引
ー
い
何
百
」
「
・
五

ハバ川

h
K
H
M術
円
・
引
:
・
日
付
」
な
ど
の

一必
t
h
叫
刊
行
で
、

M
M
A
U仙
け
ほ
と
ん

ど
が
冶
品
仙

A
て
寸

きっぱり断る勇気が必要

電
話
勧
誘
の
特
徴
は

-
一
突
然
勤
時
五
な
ど
仁
・
小
川
F
川
を
し

て
、
内
ん
伐
を
則
解
す
る
た
め
り
附
川 注

意
/
口
答
で
契
約
成
立

「結
構
で
す
」
落
と
し
穴
に

を
れ
f

・λ
な
い
。
F2
雌
偽
の

-A
川
で
納

長
州
寸
る
の
九
州

d
u仏
が
強
引
で
‘

.

卜

H
W
に
児
約
'
ど
'U
る

l

ド
L
A
Q

(

{
;
z
i

j

l

J

 

勾
枯
れ
ど

h
k
り
円
す
と
、

4.ト
.
山
り
こ
な
り

・
J

j

i

-

h

J
{
l
i

桝
約
に
応
じ
な
い

片
山
吋
川
川
に
わ
た
る
曲
活
ピ
祈
り
さ
れ

i

l

i
;
;

i

:

I

i

 

ず
小
し
込
ん
で
し
ま
巧
た
ち

日州全・・・

U
川
会
込
付
す
る
と
、

細
川
ほ
ど
で
教
付
が
川
い
た
が
あ
ま

り
の
多
ち
に
驚
い
た
9

と
て
も
山
ゆり

に
は
そ
品
で
き
な
い
と
思
い
、
解
約

の
巾
し
込
み
を
ト
い
え
た
が
、

『
す
で
に

校
鉱
し
て
し
ま
「
た
の
で
桝
約
は
で

き
な
い
こ
と
ぺ
わ
れ
た
F

具
体
的
な
事
例
で
は

ん
じ
地
位
物
取
引
・
・
k
仔
打
の
品
山
川
て
、

「
ド
川
快
が
慨
し
く
な
る
ゆ
で
い
く
取

引
し
た
ほ
う
が
よ
い
へ
日
附
す
れ
ば
、

会
札
か
ら
れ
が
を
あ

円
せ
ん
し
、

f

A
料
e
T
'A
K

矧
川
一
全
十
る
」
と
パ
わ
れ
、

即
答
は
避
け
よ
う
/

開
山
下
仁
公
的
資
怖
が
取
れ
る
ら
の

U 
老いの楽しみ ~村貞子
奴らが突く前に........…・・……・……・…翼民基

女王僚と私…...・H ・..……...スー ・タウンゼット

砂の楽園…...・H ・・ H ・H ・..…・エドワード ・アビー

カフカのかなたへ…...・ H ・..・...・H ・..……池内紀

ベトナムの日本....・ H ・..…...・ H ・-・…・…-吉沢南

佐川急便事件の真相…-・…….....・H ・..…・佐高信

行事としきたりの料理・....................・・・千澄子

冬のオペラ・…....・H・....……….....・ H ・..~じ村薫

あかちゃんに学ぶ子育て・.................爾部署生

鼠の旅人への手紙…・........・H ・....…・・五木寛之

文明移動説・..............................・・・・・・・ー荒俣宏

住み心地自慢の住宅鍵

激石ゴシッブ……・…-………....・H ・-…長尾刷

アイヌの昔話....・H ・....…...・H ・..………・・萱野茂

小沢一郎 ・日本政造計画の危険性……本沢二郎

わが子がかわいく思えない・......…..…金沢佳子

誰が老いを君とるのか・..........・・・・・・・・・・沖稼輿子

小説のような人…・・……...・H ・H ・H ・..…片岡義男

わたしの別居人笠・....一...…..，・・・・・・・鐙原ミツ子

人を動かす話術・...・白・・・・・..........・・・・・・・・・鈴木健二

初めて世界一周した日本人…・・……..加藤九百字

相撲の誕生-・・・・・・…....................・・・・・・長谷川明

(ρ 新-nイバυ案 内
仁〉

図書館公220880

ほんとうの愛、ほんとうの優しさ...・H ・..浜尾実

国際交流のための英語・....................・・・111人|等

すてきな結婚への38芭・..........・・・・・・・・・・斉蕨茂太
私がわからない・..・..........・・・・篠原あすさ

畿争と平和と敵……...・H ・.....・H ・・・…・山口淑子

生と死への眼差し・・....................・・村上陽一郎

いつか見た空……...ーー面崩品副・...・H ・怠崎厚

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
う
ま
い
訴
は
要

ω
必
汁
，
，

山
ぷ
f
-
そ
の
資
栴
が
れ
・
分
に
必
.
泣
か

I

eよ
く
与
え
る

t
刷
時
に
関
係
償
問

，，e
 

に
川
い
A
H
わ
せ
た
り
、
家
族
仁
相
必

ず
る
な
り
叩
芥
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

2

相
づ
ち
の
「
は
い
」
や
、
断
り
の

a

:
り
の
「
結
構
で
す
」

L
L

レ
う
返

間

引
を
契
約
の
州
立

t
見
な
し
て
、
か

『Z

4

て
に
紋
付
を
送
り
付
け
る
例
も
あ

寝

る
の
で
、
山
山
リ
に
必
.
袋
で
な
い
む
の

L

は
「
必
.
製
あ
り
ま
せ
ん
」
と
は
丹
き

り
祈
り
ま
し

t
う

U
J
U
M
-
A
は
け
符
で
契
約
が
成
以

し

ま

寸

ク

l
リ
ン
グ
オ
フ
制
山
が

泌
川
さ
れ
な
い
の
で
、
山
山
品
川
叫
が
必
.
裂

で

す

相

A
は
花
.4
へ
ど
う
ぞ

マ
県
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

(
E

3
48
5
1
7
)
、
市
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
8
8
)

図固固
圏函箇

不
用
ロ
聞
に
な
っ
た
も
の
、
ぽ

一

し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

生
活
環
湯
諜
(
内
線

1
3
9

0
}
ヘ
ご
連
絡
を
。

マ
久
山
肌

{
1
2
0
ゥ
、
ス
ー
ツ

・
η

シ
ヒ
1

ス
)
l
行
5
0
0
0
川
マ
引
児

人
ヤ
パ
服
(
紺
系
)
無
料
マ
.
納
式
洗

川
出
川
{
巾
!
日
州
)
1
0
0
0
川
マ
間
川

品
川
パ
(
蛍
た
灯
、
日
代
川
}
3
0
0
り
川

マ
.
給
小
{
滋
H
.
C
2
0
0
0
川

マ

都
市
が
ス
ス
ト
ー
ブ

{
6
1
8
住
川
}
無

料
マ
ロ
ヴ
キ
ン
ク
チ
ェ
ア
(
未
使
川
)

2
0
0
0
川
マ
ス
ケ
ー
ト
靴
(
お
守
、

フ
f
ギ
ュ
ア
)
1
0
0
0
川
マ
ス
キ
ー



気
に
な
る
「
が
ん
年
齢
」

定
期
模
診
で
早
期
発
見

-
初
歳
代
の
健
康
づ
く
り

健康Q&A

「U
E

tか
ん
年
齢
。
と
い
う
言
葉
が

「
ほ
門
」
気
に
な
る
四
十
歳
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

「
J
日

日
本
人
の
托
川
の
h

ハ
別
は
が
ん
、

「
μ」
心
臓
病
、
脳
宇
中
な
ど
の
成
人
州

て
す
内
成
人
悩
は
長
い
間
の
午
.
川
刊
行
仙
の

ひ
ず
み
か
・
ら
起
き
る
の
で
判
的
耐
と
も
咋

ば
れ
て
い
ま
す
。

成
人
的
は
知
-e
り
な
い
う
%
に
進
行
し
、

治
僚
は
長
則
川
を
叫
し
ま
す
。
成
人
的

f

「お
母
寸
、
ん
は
大
工

τ、ん」

赤
羽
順
子
さ
ん

〈
詑
歳

・
川
辺
町
〉

l
i
ノ大

防
は
栄
接
、
注
則
、
休
ψ

伎
の
:
・
つ
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
と
れ
て
い
る
‘
』
'
と
が
必
要
で
寸
民

併
せ
て
、
年
に
.
川
は
定
例
険
法
を
そ
け

ま
し
ょ
う
F

検
診
は
山
党
杭
状
の
な
い
う

ち
に
交
け
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

申
込
書
全
一戸
に
配
布

が
ん
、
心
臓
病
、
H
H

川
胤
川
、
肝
臓
病
な

ど
を
防
ぐ
た
め
、

問
l
h戚
に
な
る
と
だ
れ

も
が
主
人
保
健
法
に
よ
る
他
山
み
紅
が
交

け
ら
れ
ま
す
。

院
本
山
崎
法
主
・
飢
AL
L

則
主
、
・
K
八
火
町
、
・臥

'

'
'I'
4
ι

・t
・1
l
'
I'
n川
V
'
'F

-
L
H
L
T'
イ

a
g
-
-

液
検
古
な
ど
の
山
内
の
件
以
域
機
問
で
交

み
で
き
、
が
ん
検
み
は
川川
検
法
、
川
が
ん

食
A
V
/

、
f
.
1
0・
し
食
会
ぺ

L
Jル
命
令
、

トヘ

"

μ

u

r

カ
/
h
E
"

司
寸

J
よ
1
-4
"

i
p

防
険

43euっ
て
い
ま
す
。

1

J
I
l

l
 

が
ん
は
例
き
時
り
の
人
を
従
う
の
で
、

定
期
検
み
て
ur
間
発
見
す
る

-』と
が
大
切

ん

父
械
が
大
・
し
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
前
々

、
J

企
hA問
係
の
仕
山
け
-
-
は
き
た
い
l
t
m
u

ヵ
.
L
川山
M
E
l
l

-

う
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
仁
は
、
川
か
資
格

や
校
術
K
V
』
山
取
引
付
す
る
こ
と
が

-
需

t
与
え、

℃
地
建
物
取
引
、
.
上
任
者
の
ぷ
験
に
挑
戦
。

泌
よ
く
.
川
て
ん
H

栴
し
、
そ
れ
ま
で
の
行

設
耐
の
社
いれ
を
や
め
、
小
川訓
点町
会
社
へ

いね

腕
し
ま
し
た
。

し
か
し
、

亡
く
な
っ

た
父
親
の
体
に
し

み
つ
い
た
本
の
芥
り
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
問

年
前
ぃ
米
市
町
の

i
務
山
へ
再
々
就
職
し
ま

し
た
。
今
、
て
は
、
棟
梁
は
じ
め
九
人
の
大

L
仁
川
ま
れ
て
の
毎
日
。
引
場
へ

川
て、

木
村
の
加
.止
、
刻
み
、
片
付
け
を
は
じ
め

で
す
。
川
ト
の
険
法
の
山中
し
込
み
は
、

円

.
日
付
け
「
広
報
」
1
ζ

い
っ
し
ょ
に
中

込
K
H
が
ん
k
.
ド
に
配
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
川
く
だ
さ
い
。
山
・
し
込
ん
だ
か
た
に

は
り
作
怜
み
ご
と
に
通
知
し
ま
す
。

ま
た
、
山
で
は
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
制

u
u
b
U
4
て
い
ま
す
，
と
き
に
は
.
人
間

ド
ッ
ク
で
総
介
的
な
地
収
み
断
ら
そ
診
寸

る
・
了
と
も
お
納
め
し
ま
す
。

マ
保
健
予
防
課
(
内
線
1
3
7
6
)
，.. 

? 

i恥
'... ~ 

自覚症状のないうちに

桂
川川
な
ど
も
れ
験
し
ま
し
た
。
れ
が
く
み

あ
け
・ら
れ
る
と
、
柳
川
加
の
配
慮
(
佑
険
な

た
め
)
で
中

へ
は
入
れ
て
も
・ら
え
ま
せ
ん
。

「
神
明
な
佐
川
川
の
引
州場
に
火
は
お
か
し

い
」・
と、

他
の
ド
職
の
人
な
ど
仁
よ
く
-・2い

わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
い

っ
し
ょ

に
働
い
て

い、
る
以
上
、
で
き
れ
ば
川
じ
搬

い
、
て
み
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
気
持
ち
は

あ
り
ま
す
。
隙
染
は
、
最
初
か
ら

「
勺
い

て
こ
い
」
と

い
っ
て
く
れ
た
の
で
、

建
前

の
・
町
、
て
も
私
を
は
ず
す

t
い
う
・
』
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
へ
ん
の
血
併
は

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
寸
。

む
み
ん
、

HM
初
は
、

m
M
性
、だ
け
の
職
場

靴

(m
・5
H
Z
)

燃
料
マ
サ
ッ
カ
ー
靴

{泣今、

n
・
5
今
、
お
ウ
}
縦
一
料

マ

油
絵
の
は
ハ
-式
2
0
0
0
川
マ
ス
タ
ッ

ド
レ

ス
タ
f
ヤ
(
作
一
必
中
川
)

5
0
0
0

1
2
0
0
0
0
川

マ
ワ

ン
ピ
ー
ス
終
日
開

(
9
り
、
別
代
向
き
)
1
0
0
0
川
1

マ
む
れ
オ
ル
ガ
ン
燃
料

マ
英
会
ぷ
ヒ

ア
り
ン
グ
テ

l
プ

1
0
0
0
円

マ

美

顔
マ
ッ
サ
ー
ジ
総

燃
料
マ
カ
セ

ッ
ト

収
納
ケ
l
ス
(
初
本
人
れ
}
無
料

・先着順に紹介しますので、すて!こ成約した物!まご了員長ください。

マ
位
制
物
抗
引
付
け
線
刊
行
川
ポ
デ
f
l

，rど
b
m食
引
い
す
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

マ
台
以
獄
乾
燥
機

マ
桁
米
機
マ
念
日
動

洗
泌
機
マ
小
山
，
r
レ
ン
ジ

マ
屯
れ
れ
ミ
シ

ン

マ
白川
山
ス
ト
ー
ブ
マ
.
い
棚

・
核

m

だ
ん
す
マ
ス
キ
l
キ
T
リ
|

マ
ス
ト

ー
ブ
が
l
ド
マ
巡
動
粁
(
城
ド
小
学
校
)

マ
ス
ケ
ー
ト
靴
(
剖
H
b
)

マ
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
(
似
町
内
動
小
川
)

マ
傘

立
て

マ
ス
キ
1
.
式
{
幼
総
閥
、
小
学

校
.
年
)
マ
ゴ
ル
フ
辺
見
.
式

マ

に
低
抗
は
あ
り
ま
し
た
が
、
人
ー
で
は
、
砂
で

か
い
創
作
し
て
引
均
へ
飛
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
後
イ
ン
テ
リ
ア

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
i
の
資
比
川も
ど
う
に
か
取
り
。
引
州
場
の

伏
況
を
知

っ
て

い
る
分
、
川
か
施
、
.k
と
の

訴
も
ス
ム
ー
ズ
な
よ
う
な
れ
が
し
ま
す
。

今
後
は
.
.
 
級
控
築
ト
し
の
資
怖
に
挑
戦
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

.
H
の
仕
一
や
が
終
わ
り
家
仁
川
る
t
ζ

、

.

.
人
の

f
ど
も
(
八
歳
、
:
ム
械
の
女
)
か

ら

「
お
付
さ
八
木
の
レ
レ
匂
い
す
る
」
f
ζ

古
っ

て
く
れ
る
の
で
す
。

ま
た
、
下
ど
も

た
ち
は
人
に
「
お
川
り
さ
ん
は
大
-ー
さ
ん
」

t
d一一一日
っ
て
い
る
そ
・?
で
す
。

7 2. 広報うえだ6. .
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情報-雇用管理講習会

r人材確保セミナー」ヘ/
扇舟促進司E鎌図、よ回公共XfttJ糧安定p!iの主催です。
!>とき 2月15日ω午後ε筒-4時!>とニろよ
図書リ造館文化ホール(入場'無料) !>内容 信州大学

名管事現俊 ・玉井袈裟男さんの郷演 r地織における人的

財産J !>申し込み・問い合わせ 長野扇用促進セン

ター(霊堂026~Z48000)

仕
事
を
お
探
し
の
人

「
就
職
相
談
会
」
ヘ
/

••• 
企
業
の
人
が
判
均
行
と
山
被
而
械

が
で
き
る
よ
い
機
会
で
す
。

マ
と
き

2
日
時
日
伽
午
後
l
時

l
」
時

マ
と
こ
ろ
上
川
向
工
会

議
所
5
階
ホ

l
ル

マ

対

象

中
途

就
職
を
し
た
い
入
、
今
春
に
大
学

・

拐
.
大
な
ど
を
卒
業
す
る
予
定
の
人
ま

た
は
そ
の
家
族
、
ー
タ

l
ン
希
型
者

な
E

マ
参
加
企
業

約

印

社

マ

そ
の
他
会
場
へ
は
午
後
0
時
初
分

企業の話が聞けるよ い機会です

写真への愛

文化講演会

上回創造館

〔演 題〕

〔講師〕

細江英公三

ま
で
に
集
合
し
、
交
付
票
に
記
入
の

う
え
相
訟
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
c

マ
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ

l
ワ

l
ク
上

川

(
上
川
公
共
腕
業
安
定
所

-
E
@

6
3
6
3
)
 

-就職相談会会場案内図

.1まそええいこう/写真家、東京
工芸大学教授、日本写真家協会副

会長。 1975年 (昭和田)から写真
県展審査員。 1933年 (昭和8)山
形県米沢市生まれ。三島由紀夫 ・

土方巽・ガウディの建築をモチー

フにした作昂などが有名。日本国

内はもとより、アメリカ ・ヨーロ

ッパで活路。個展 r写翼 ・細江美

公の世界」は198日王手から国内を巡
回し、その後アメリカ番地を経て、

1997年までヨーロッパ各国で巡回
展が予定されている。ハリー.K.
シゲタのネガフィルムなど多数の

遭昂を保管しており、これらの資

料を美術館開館の際には上田市に

寄贈することを約束している。

入場勝料
i 

2~12日出
午後1時30分~

上回創造館企⑧1111

広報うえだ6. 7 2. 

上回創造館

文化ホール
主催・上図市lII!E革綴輿'重量団
・長野県写腐連盟・上回創造館

_: 
上 2
回 2
民 京

空?
高石; : 

能 も
祭
り

古
く
か
ら
民
衆
の
闘
で
守
り
伝
え
ら

れ
た
貴
重
な
文
化
。
五
穀
豊
穣
、
疫
病

退
散
を
願
っ
て
舞
わ
れ
る
民
俗
芸
能
を

五
つ
の
団
体
が
一
向
に
会
し
て
第
一
国

民
俗
芸
能
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

2
月

u
m
H
@
午
後

1
時

i

t
4

文
化
セ
ン
タ
ー

-
社
会
教
育
課
(
内
線

1
7
2
1
)



-司F
(毛時間瞬時守噛Jb
コtp:ぞ:f5述想主心γJ片的フ
」 イベント案内 E 

ー一一交流深め、知識と教養を--.，.

県老人大学の学生募集
t>資絡(1パ学年…60歳以ょの人(過去に県老人大

学を~識した人を隊く) (gJ2学年…過去に県老人大学
の 1 年制を慈覇臣、または2年制のうち 1 学年を~;題し

た人 t>~1l料無料 t>募集期間 3月4日鎗ト同

25日命 b受験場所 上回合同庁舎 (上小地区) t> 
iIlL込み øÞ者福~ø (内線16(2)

f仇 P1長住民民地
司~&品川t告でや内、炉

、~~ff，争三九片?
"fj司 ri.司 'j-

ジ
ャ
パ
ン
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大
会

••• 
身
体
附
持
者
の
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の

競
技
h
M
向
ヒ
と
、

L
年
後
に
開
催
の

長
肝
バ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大

会
へ
の
ぷ
識
を
尚
め
て
も
ら
う
た
め

に
次
に
よ
り
問
仰
し
ま
す
。

マ
と
き

2
月
時

n
ω
l同
初
日

間

マ
と
こ
ろ

プ
ラ
ン
シ
ユ
た
か

や
ま
ス
キ
1
場
(
長
門
町
)
マ
内

容

ア
ル
ペ
ン
種
円
(
凶
転
、
大
向

転
)
、
ノ
ル
デ
イ
ツ
ク
種
目
(
明
子

5

J
、
'
k
f
3
J
)
な
E

マ
問
い
合

わ

せ

山

斤

附
刀
一
川
社
ぷ
(
宮
0

2

6

2
匂
7
1
9
2
)
、
ジ
ヤ
バ
ン

・
バ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
争
続
技
大
会
が
務

叫
川
(
宮
0
4
2
5
@
7
1
2
9
)

-二の丸]-2.ft⑫0762

大
学
の
通
信
教
育
で

「
合
同
入
学
説
明
会
」

••• 
マ
と
き

2
月
刊
円

ω午
後
1
時

1

6

時

マ

と
こ
ろ

長
野
パ
ス
タ

ー
ミ
ナ

ル
会
館
(
長
野
市
阿
川
町
1

7

8
1
2

・
宮
0
2
6
2
@
1
1
5

5

)

マ

対
象

.
般
お
よ
び
山
懐

生

マ

内

容

作

大

学

・
短
大
別
に

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
希
望
す
る

大
学
の
内
存
や
通
信
教
育
で
の
学
習

全
般
に
つ
い
て
の
説
明

マ
参
加
校

法
政
大
半
、
慶
応
義
塾
大
学
、
中

央
大
山
下
、
日
本
大
学
、
応
能
川
.
期
大

山
下
な
ど
日
岐
(
矩
大
3
校
)
マ
問

い
合
わ
せ

側
私
h

仏
大
学
一
辿
い
い
教
山
川

協
会
(
包
0
3

3

3

2

0
1
2

6

2
7
)
 

月臼 催 し 時間 入場方2ま問い合わせ

/ ε 市民劇場 rシャボン玉 上関市民

働18 飛んだ宇宙まで飛んだJ
18: 30 会員券 劇場

偽9897

ω 19 )) 13・30 )J )) 

日27 セガワパレ工上回数室 13: 00 有料
セガワパ

第27固定期発表会
レエアカ
アミー

市民会館

-材木町ト2-3・fi@0760

4、
4、..x 
_.、

4、
~、，、... 
x 
x 
k 
x 
x 
x ~ . " .x、，、，

上
田
広
域
・
清
浄
園

「技
術
員
」
の
仕
事
に

••• 
マ
職
種
技
能
労
務
職
(
技
術
日
以
・

助
務
州
場
所
は
は
川

m
M
)

マ
応
募
資

格

附
和
制
年
l
H
2
日
以
降
に
引

ま
れ
、
.
平
成
5
年
」
川

l
n引
在
、

上
川
市
・
小
川
町
郎
(
丸
子
川
、
長
門

ε 市社会福

Pl/ 杓O 福祉を考える市民講座 10: 00 無料 祖t儲議会
1@2025 

附10 講演会「冬季オリンピ
県上小地

ツク縫進協議会J
17 : 00 無料 方事務所

@1260 

出19 文化創造祭 (-20日) 無料 中央公民館

2出8 文化創造祭 (-27日) 一 無料 中央公民館

3 
/ 
第14回上回合唱祭 13: 00 無料 中央公民館
g s 

文化会館

劇団かかし座公演
「ミスターシャドウの

仲間たちJ

町
、
点
部
町
、
点
川
町
、
武
石
村
、

制
田
村
、
青
木
村
)
の
町
村
の
住
民
、

ま
た
は

一
時
他
市
町
村
に
居
住
し
て

い
る
が
家
族
は
こ
れ
ら
の
市
町
村
長

で
あ
る
人

マ
募
集
人
員

若
干
名

マ
試
験
日
と
科
目

3
月
日
日
榊

午
前
9
時
、
.
般
教
徒
ぷ
験
(
U
H

川
本

限
度
)
・州
持

・
作
文
・
体
-
h
H
検
任

マ
必
要
書
類

①
受
験
中
込

A
(上

m地
域
広
域
行
政
事
務
組
A
n
事
務
局

に
あ
り
ま
す
)
②
版
原
書
(
高
校
在

学
者
は
統

一
応
募
書
類
を
使
用
し
、

そ
の
他
の
人
は
同
事
務
局
に
あ
る
も

の
合
使
間
)
③
健一胤
診
断
占
(
公
立

医
療
機
附
て
交
法
し
た
も
の
)
@
臼

内
切
下
添
付
の
a

a

市
.
M
m
(
へN.A
-
H

述

給
川
、
あ
て
夕
刊
μ人
)

マ

申
し
込

み

2
日
れ
円
聞
か
ら
3
円

m
n
w

ま
で

(
k臨
円
は
削
庁
)
に
上
川
地

峡
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
(
上

m創
造
館
内

・
2
@
2
1
3
0
)
へ

県
立
「
長
野
盲
学
校
」

6
年
度
入
学
志
願
者

7 

••• 

2. 

県
立
長
野
山
門
学
校
で
は
、
幼
稚
部
、

高
等
部
の
平
成
6
年
度
入
学
志
願
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
受
付
期
間
2
川
初
日
樹
ま
で

マ

選

考

3

川

l
n
ω
マ
問
い

合

わ

せ

県

江
氏
肝
肝
学
校
(
長
野

市
北
出
川
山
部
3
2
1
・
宮
0
2
6
2

@
7
7
8
9
)
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主任児童委員制度
1月から発足しました/

*手続きも簡単です * 
「国の教育ローンJご利用を
入学、 ie字、佳居賞、学校納何金などの賞金に、低
利(4.196)なr~ヨの毅湾ローンJ をご利用くたさい。
1>対象還後、大学、短大、専門学後などに道学ま

たl<l在字する人とその保温者 1>措置資額 l人につき
150l.i円以内 b歯車貨潮間 8~手以内 b問い合わせ

由民金属聖公庫桑野支庖 (ft0262332141)

近
年
、
山
川
市
の
低
.
卜
な
ど
「
健
や
か
に

f
ど
も
守
供

み
心
げ
て
る
環
境
づ
く
り
」
が
、
社
会
令
体
の
諜
越
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
小
で
、
地
域
に
お
け
る
児
主

・
妊
必
婦

の
福
祉
に
附
す
る
相
談
や
援
助
的
到
の
必
.
裂
性
が
い
H

川
ま
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
・
ら
、
川
の
万
針
で
今
年

lη
か
ら

つ
れ
任
児
品
川
安
札
制
収
」
が
花
比
す
る
こ
と
に
な
り
、
上

-児童福祉の向上に

市
長
選
・
市
議
♂
選

立
候
補
届
出
説
明
会

••• 
3
川
幻
日
任
則
制

f
に
よ
る

l.川

市
長
選
挙
お
よ
び
L
仁
川
山
議
会
議
以

補
欠
選
以

p
r・4
数
1
)
は、

3
川

U

H
川
に
仁
川
・
小
し
て
、

3
H
M
M
川
に

川
市
で
も
l
川
日
目
、
日
人
が
主
任
児
品
川
委
此
と
し
て
委

嚇
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
す
で
に
前
酬
を
行
っ
て
い
る

民
情
山
長
委
日
比
の
符
ち
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
川
ん
抗
引
い
制
批

の
向
上
に
以
内
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

兇
伝
川凶
作
法
(
内
線
l

“3
5
)

氏 名 イ主 所 電話怒号

小山芳子 総Fi629-1 31・3052
寓桑ゅう子 中央5-9・28 22・9165
松野昭平 事官聖書械3・7-4 22・6296
貝梅三綾子 芳田1286-7 35・2982
金井美智子 中央西2-14-11 23・0965
矢11美容子 大鹿554・3 36・2593
中沢 昭子 中之条528 22・3156
村上 |尊重量 E意図1n-l0-l 3B-5283 
早川千賀 常入ト1・36 22-6598 
花井秀之 御所607・4 27-4ω4 
還芥宏志 glJ所温泉1753 38・2069
清水 洛 阪I1iJl~135Hl 27・0171
日野めぐ爽 下之条7Bト19 27・8956
板口 秀代 上回原1672-5 24・0091
佐納実利子 よ回2116・7 27・790B

(iU草略)-上田市主任児蜜委員

り
わ
れ
ま
す
。

な
お
、

UH.
紋
怖
川
出
が
川
川
・
川
に
一
日

わ
れ
る
よ
う
に
、
な
似
仙
川
山
手
続

説
川
会
を
次
の

t
お
り
開
催
し
ま
す

の
で
、
ャ
H.
候
補
，

r完
封
お
よ
び
そ
の

山
係
打
の
背
さ
ん
は
お
集
ま
り
く
だ

汽，、い説
川
会
の
隙
に
か
.
M
M
仙
川
山
活
川

紙
4

式

eho波
し
し
ま
す
の
で
、
印

艦
を
比
日
参
し
て
く
だ
さ
い
》

-
上
田
市
長
選
挙

マ
と
き

2
川
川
け
刷
午
山
川
時

利

分

マ

と

こ

ろ

い山
伐

刈

5
附

第

l
委
り
は
会
主

-
上
田
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

マ
と
き

2
川
川

H
W午
後

l
時

四

分

マ

と

ニ

ろ

山

役

所

5
防
出

-
委
以
会
京

マ
問
い
合
わ
せ
選
併
作
州
委
け
は
会

が
務
川
{
内
線
1
6
7
2
)

暴
力
に
関
す
る
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す

---
M
佼

h
川
の
-
』
と
で
お
州
り
の
か
た
、

お
河
川
町
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
ω

何
時
山
市

は
厳
守
し
、
制
品
は
M
M
料

で

す

マ
と
き

2
川
同
日
伽
午
後

l
時

1
l
叫

マ

と

ニ
ろ

山
役
川
出
斤

合

汚

附

マ

相

談

員

弁
H
以
上
、
作

い
辛
口
な
ど
マ
問
い
合
わ
せ

併
H
K

肝
出
払
川
迫
吹
山
日
比
セ

ン
タ
ー
が
妨

川

{8
0
2
6
2
%
2
1
1
0
-

[14] 

「入
選
作
品
」
が

決
ま
り
ま
し
た

上
川
市
明
る
い
選
併
推
進
協
治

会

t
k川
市
選
令
官

m委
μ会
で

は、

山
民
-
人
ひ

t
り
が
政
治
や

選
常
に
関
心
を
持
ち
、
市
に
明
る

く
き
れ

い
な
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
と
の

H
的
で
「
明
る

い
選
挙

作
元
保
川
」
を
伐
材
集
し
ま
し
た
。

多
数
の
応
拡
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ゴ
い
ま
し
た
。

側
近
に
寄
託
し
た
結
川市
、
次
の

作
品
が
入
選
と
な
り
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)
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マ
子
ど
も
に
も
校
え
て
い
ま
す

川
る
い
選
挙

山
城
山
肌
芳
敏
(
ぷ
幼
部
}

マ

.

認

が

同

の

平

和

ぞ

守

る

道

清
水
洗
(
大
手
町
)

マ
こ

の

.

出

明

る

い

術

の

道

し
る
ベ

い川ハ
h
叫巾
l

.

{

附
人
)

マ
政
治
を
剣
か
す
あ
な
た
の
.

州
市
活
か
し
て
使
う
大
き
な
力

律
問
利
幸
(
誠
一み
形
)

マ
私
su
参
加
あ
な
た
も
参
加

希
引
を
必
す
こ
の
.
川
以

内
川
利
ド
{
一
点
訪
形
)

マ
位
決
で
民
志
の
一
以
映
よ
い

山

λ
ム
H

E
i
 

終
弁
幸
子
(
祈
川
)

・
問
い
合
わ
せ

選
乍
将
即
日
委
以

会
下
訪
日
川
(
内
線

1
6
7
2
)
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に

タ
ク
シ
ー
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金
助
成

市
の
建
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工
事
な
ど

入
札
参
加
願
の
提
出

••• 
マ

対
象

市

内

に

住
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、

身

体

附

山
行
行
子
帳
(
間
出

H
R分
が

ド

肢

・
体

幹

・
悦
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1
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ま

た

は

2
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)
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山
町
山
口
下
船

(
A
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ま
た
は

A
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を
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っ
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い
る
人
(
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A
，
午
も
い
山
川
州
民
悦

・
所
側
川
悦
臨

ん
必
の
山
中
止
川
合
し
て
い
た
だ
く
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
則
川
は

2
月
日

日
嗣
か
ら

3
月
目
白
川W
ま
で
で
す

ω午
、
川
似
川
近
に
な
り
ま
す

と
、
出
納
し
て
お
山
ち
い
た
だ
く

附
川
が

K
く
な
り
、
町
市
ち
行
い
、
て

相
次
州
で
き
な
い
ニ
と
も
あ
り
ま
す

-問い合わせ 12月15日ωまで
は市民税諜(内線1281-1284)2 

2月16日味-3月15日c'{lまでは市
民会館申告会場(公~6引00)

Hrめ
に
山
工
け
を
し
て
く
だ
ち
い
。

ぷ
し
く
よ
、
れ
治
会
を
泌
じ
て

お
配
り
し
た
「
山
県
民
税
山
中
止
け
の

子
引
さ
」

'T
ご
弘
く
だ
さ
い

・…・お
願
い

は
打
倒
へ
此
山
山
す
る
札
川
を
扮

叫h
寸
る
人
寸
崎
、
必
す
山
中
九
州
市州
時

に
判
中
I
れ

い

，

J
L
く
た
ち
い

¥

ノ

・
あ
る
休
日
、
突
然
居
間
の
テ
レ
ビ

強

記
J

が
調
子
懇
く
な
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
年

制

後

」
賜
の
入
っ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、

/
K
使
い
過
ぎ
が
原
因
か
も
し
れ
な
い
。

し
ば
ら
く
止
め
て
お
い
た
が
ど
う
も
藩
ち
活
か

す
、
自
分
の
m
附
尽
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
。
結

局
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
み
た
が
、
紫
人
の
手
に
は

負
え
な
い
と
見
て
修
理
に
。
機
械
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
つ
け
つ
紋
し
の
時
間
が
多
す
ぎ
た
と
反

省
。
「
お
前
た
ち
は
ち
ゃ
ん
と
休
み
が
あ
る
の

に
、
す
る
い
よ
|
』
と
テ
レ
ビ
に
震
わ
れ
た
と
し

て
も
返
す
言
葉
も
な
い
。
人
闘
に
箇
き
換
え
て

も
、
よ
く
休
ん
で
こ
そ
、
よ
く
働
け
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
故
障
し
た
か
ら
修
理
に
・
，
と

い
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
。
{
に
し
さ
わ
)

-
先
月
の
日
曜
日
、
市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場
ヘ

長
男
を
連
れ
て
行
っ
て
き
た
。
畏
男
は
む
ろ
ん

初
め
て
、
自
分
も
二
十
年
以
上
ス
ケ
ー
ト
靴
を

は
い
て
い
な
い
。
果
た
し
て
、
ち
ゃ
ん
と
教
え

ら
れ
る
か
、
子
と
も
の
前
て
絡
好
つ
け
て
滑
れ

る
か
、
不
安
だ
っ
た
。
案
の
定
、
二
回
ほ
ど
伝

ひ
、
ぶ
ざ
ま
な
姿
を
露
呈
し
て
し
ま
っ
た
。
『
伺

と
も
情
け
な
い
。
貌
の
見
栄
や
威
信
は
姶
て
よ

う
』
と
教
え
る
こ
と
に
噂
念
す
る
こ
と
に
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
こ
ろ
の
ス
ケ
ー
ト
と
い
え
ば
、

須
川
湖
だ
。
日
の
出
前
か
ら
仲
間
数
人
と
上
っ

た
小
学
時
そ
が
懐
か
レ
い
。

残
念
だ
が
、
A
フ
は

鰻
冬
で
結
氷
し
な
い
。
さ
て
、
三
月
に
発
行
す

る
『
市
民
グ
ラ
フ
』
で
、
須
川
の
伝
説
を
取
り

上
げ
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
(
せ
ま
)

7 2. 広報うえだ6.[15] 



年内に納めた同民年金保険料は、

確定FI'告の際に、全官nr社会保険控
除」として所得から差し引くことが

できます。

具体的な金傾は下表のとおりです。

納付した円分や保険料の積類によっ

て違レますので、よく雌かめたうえ

でL確定申告-書仁記入しましょう 。

なお、 |玉l民年金基金の加入者は、

恭金の掛け金も全額怜除されますの

でお忘れなく 。

[>問い合わせ r 1;.1 f~~ {ド イf ，l~~ (内線13

65・1366)

-月々 納めている人

傑険料の種類 控隊創

123.60日用

4.800円

縫除額

122. 960円
4.680円

で
一
ま
一
月

額
一
目
一一

隊
一
月
額
一1
実

鐙
一
年
た
一5
め

一成
納

一
平
に

9.700同x3か月
=:29.1日日円
10.S00P3x9か月
=94.500円

付加保険料 I 400円x12か月
・割引前納をした人
探検斜の種類

定額保険料

付加保険料

・その他
保険料の穏殺

過年度保険料

遣納保険制

定額保餓料

全
額
控
除
さ
れ
ま
す
/

z、~"l 、、司"
守h

11tん
、、

み伺り

・清水穂ちゃん
(6か月・みすず台北)

「愛想ガいいです。寝返
りガできて、そこらじゅ
うころガってしまうんで ー
すよJ と宙の忍〈しのぶ)
さん 、

保健診tlT
保健予防課(内線 1374)

百日せき・ジフテリア・破傷風

・三種混合予防接種

2回目以降を下表のとおり行います。 1月に 1期 1

回目を接穂できなかった子どもさんも子f1IIi11まで合め

ると 3回できますので、お受けくださ L、。

詳しくは、 1月 ]日付け「広報うえだJ 16ページを

ご覧ください。

-三種混合予防接種目程表

会場名
実施日

対象地区
2回目 3回目

i .. ~峨七ンター 2 3 ，tJfll: .北i'ii;
(di1芝刈，HIi';S;-2!'fT) 月 月

川，'~ 社会計，H止七ンター
15 10 

111 ，'4 日 日

L'I'fが行公民館
(:却 {別

l'l'f:f . ':~~~ • 
2 / 3 1Iljll1i・Jillt'/t.

{ ， l j fL~Ji'r ，H1j';'r 21桁) / 16 11 
. I.If p1r会館 。1<1 H鉛 I止 1、

f副III:tH悠JJtセン安一 Ji，i 111 
2/18E創 3/1Si必

1'~" fjt!!1ベ公民向T ~~， 111 

f~~匝II七 ン生一 2 3 ~U)fj ・ ' I " h
(，ld'i，i1rI4il j合2p，!，') 

22 / 16 

111 ;!1開r~~釘{ i火』 ~l 川ill・1H川

予 4月7日lが
IN;)fj'.lt吊;・l'lj;甘いJi.¥IJl・111;11・
京111，111'科・牧民2

備 保健セン芳一

4月8日{鉛
~拘i ・ '1' 九 ・ JJ.xド . t!" II.Jí，i.1I 1 ・

日 JlIr'1j 

[16) 7 2. 広報うえだ6.

※接種時間は午後 1時30分から 2時30分まで

※駐車場が狭いため、なるべく事での来場はご遠慮を
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